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ニオイを尺度として測った木材の評価

一ニオイの嗜好の評定値および脳波の検討一

金子智彰*’福田英昭*’

第１表供試材15樹種名

１．緒言

感情や気分のiiliIilli法は，大きく分けて1.↑能》liilUiなど

の二i具馴による舟liII11i，イ､l〃祝祭による;;)１４(iIli，「Iiiltｲlll総系

に脚j堕したiilillI1，I11IlXilll維系に関迦したiil･illﾘ，ノヒ化学

的ii･Ｉ･測．波ﾂ'皮や作雄能率綱在の６つに分りM[されてお

り，その下法が確立されつつある')。辺Ｋｒ．ニオイの

研究でも，心理)父応ばかりでなく，qkJl11l,ij群について

も検討.が力Ⅱえられておりz･3)，木材のニオイのＭ:充分

野でも，その慨｣した機能性が客観的にIﾘlらかにされつ

つある‘④):，勅物に才加､てⅡX党hIj廠処lll(系はIIiい時代

に形成されたと秒えられ，脳の''１の比絞的深いlilj位に

存ｲI{し，そのlUl椛な脳内ｌｌＩｉ報を得ることは難しいが，

心Fi陞〆や/lﾐ印'７Z的なMiiからのI11j報をl)'せてiW11折するこ

とで，５感の中でただ１つその受容のメカニズムが}

うHﾄﾞﾄﾞ'ﾘ｣されていないニオイの特性を被極的にlilVilliでき

ると考えられる。しかしながら，二れまでの木材のニ

オイに関する知lILはヒノキ材１１１１などの－１Wlの木材でｲ(ト

ら奴た納来であり，多くの樹郁について検１１ｹはなされ

ていない”

また，今後の快迦ﾔ|iの(i)『究の．〃Injをｆザえた場合に，

人]蕊縦顎内で被験１打を11,5度な銃iljl｢トにおき，lIlll激装

謎や刺激蛾のi凋膿に細心の性慾を払って行われる爽験

では，災際の/ki門の場とは人きぐかけ離れた灸ﾀ|:下で

のみ行い得るものであると岡崎に被験打にリえるｉｉｌｕ

も入きいなどの疑'１１１点がある!)。さらに，従米のオル

ファクトメータ（嗅覚計）の信頼性を疑問机する意),Ｌ

もある１０)。そこで本研:究では，実生iiiに川した木材の

ニオイの'快適ﾔ1Kの緋IUli研究をするため，iijilWMiの逃いに

よる人111】のニオイの11淵好の違いを1÷I･能iliW}11iするととも

に，脳波にそｵしがどのような影1W'1を及ぼすのかを脳波

全体に,liめるα波の比》椛比i校かIPj検制した｡
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樹ｈＭ１Ｗ.（ｌ～１０：２１鍵樹、11～１３：広難勘

グループの15樹ｉ１ｌｉについて実験を行った。試験片は，

Ｍｆ木材ljll.【:技術協会猟布の1F1本ｐｌＩｉ主饗木材機本（寸

法：ｌＵＯｘ７３ｘｌ２ｍｍ）を){卵､た”尖雌で便１１]した15樹

極は，’1本鵬i{婆木材50棟の１１１からｆｆｌｊ成分があると

分析されている撒水１１．:2)を雅本として，それに大'７:`|｛

42名にｒめアンケートを実施し，５０１１１の'１１か`)知名度

の商かつた耐水を加えたものである災験で他ルルた

樹木は第１表にｼ伏す15樹柿であるが．（ｌｌｉＭｉ材の礎》ｋｉｌｎ

ｌｉｆのlii’灘を除くために，被験?汁ごとに艇》ｌｉｌｉＩ(ilr(よラン

ダム化した。１１.能検侮のi没｛iliは、祝'ｉｔｉＩリ・聴地｢1《ﾉな膨

騨が紺鵬にあらわれないように」:犬をし，また他のニ

オイが投入しないようにしたi制･川)縄なお、]批験l埒から

木材のニオイの発生濃度を11然な状態で一定に保つた

めに．ＷＩＩｌしかんな盤でiIIlj板｢1iniを一定11#''１１毎にiIlIる

ようにした。Ⅱ1iLU地疲労を考慰し．体XAllfIlMを途１１１に設

けた。すなわち，常に目を附した状態で．まず１分間

体Ali)し，次に２分''１j1つの試験l↑のニオイをＲＩｌＩにか

いでもらい，これを１セットとした。１グループの５

iiA験片についてはi；|･５セ,ｼ･ト行うことにな')．実験''１

は糊に被験薑衿‘)脳波をデジタルI1iU1波解ｲIi機！(;ＥＺ杜

：ＢＩＯＳ．｛ⅡＩだ)iqil波数ｲｉｆ域：().ｌ～3011z・デジクルマ,

イルターによりlliii波を１Ｈｚごとに分11111解Ilr）で測定

した。illIl定部位はIjij頭部（械部）のﾉfｲil1bl半球２点と，

左ｲrいずれかのｴ｢たぶ1点のii１．３点である。ニオイを

かいでいない休XA時にもI1ili波を測定し,このデータを

ニオイをかいだ1泌介に対する付11N災験倣とした`、５セ

ット終１．徒，その５iiK験11.をiU1fI)の好ましい順序にな

2．研究方法

災験対象はｍ大学触り｣女各25名、ｉi1.5071とした。樹

椀のり!なる５ＩＭＩ験ﾊﾞを１グループの供liM;ｲとしｉｉｌ３

.ｌ琉球大!､i代救fiiY部
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第２喪脳波全体に占めるα波の出現率の高さの樹種別願位『,べて群えてもらい，ニオイ11儲〃"),ili》とデータとした“

ﾀﾞ&リ２グループについてuDij様にｲｊった”岐後に，３

グループそれぞれの｣:位２鮒ｲinを雄め，改めてもう一

度この()1iK験片の行りの好ましさについて1111仇づけを

被験や(にやってもらった｡

1m位全体（50名）男性（25名）女性（巧名）
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３．結果と考察

３．１樹種別のニオイ噛好の官能評価

ｌグループ内で，谷I)の好ましいlllIiに５点から１点

のlWiでｲ!｝.1Aを'ｊえ，lMil木71Fに被験:什余l(の評定を足し

"Ⅱえた。その結米１４｝られた樹木別のニオイ1畷好の1:I･能

評Ｉｉｌｉか第１図でああ。企15繩のうち１／３が広，1,liMで

あったが．’為位８位まではすべて針蕊樹であった。針

雌樹と広雌樹のニオイlVWの官能Ii1i定仙について，川

蝋ﾄjlのjlLj4ﾉｲi/(の麓の検定（L検定）をｲjったところ，

リjlyl:10％以1､垪女Iｲ;0.5％以1く，全休で１％以1,.の危

険＊でｲ1.懲維があった。また，３グループそれぞれの

１%付:２樹'iliのiil6試験)}について，｜Iil様に６点から1

点のlIUiでｲ!｝.ＩＩＬをりえた結采では，ヒノキ，ヒメコマツ，

コウヤマキ，スギ，ネズコのMHで問い位を示し,第１

図とＭｉ):５ｲ,>:まではlWi不|YＩながらli1じ樹木名が識ｊｉルし

た．また，この場合もｌ:ｲ!〉:８位までは針蜷樹であった。

４２fiのアンケート,洲とifによる樹Ｆ１ＷＩの知名度のWljさ

と，第１図のNil極ｶﾞﾘのii''４筵ｲﾘI〔順位のＩＨＩ係について，ｌｉｌｎ

位ﾉＵ災どうしのｲlllAIllM係のりiiさを求める一致桃の検疋

(Spearmal】検疋）をｲ｢ったところ，特に相関IHI係は

I懇のられなかった（lWi位I1L1係数ｐ＝－()０５)。さらに．

ルヤｌｉと女１１;のＵｉｌｷﾞiii》ⅡⅡi9li進(i((のlIliI位の関係は，

sI〕どarIl1;11'検疋からｲllllUが入きいことがわか'）（ｐ＝

().9()，危険'十《4.3％)，妙Ivliと久桃のMll11iUIIの｣iii位は，

にばｌ１ｉ１上であるといえる“また，樹椰どうしの評定(l/〔

について．ｔ検定を↑jった陽介，ケヤキとカヤの'１１１に()．

5％以1《，ケヤキと他c')13ｲiljl純のllUに()1％以一ﾄﾞの危険

率でｲ『懲差が認められ，ケヤキが供試15材種の中で最

も好みの少ないニオイであるとこの官能検査からいえ

る。

３．２脳波全体に占めるα波の比率の評価

デジタル脳波解析機に人力測定された０．１～30Ｈｚ

の脳波の中のα波･llf域（８～13Ｈｚ〉について分析を

行った。α波は，気持ちが落ち滴いている状態で多く

現れるといわれ，快適で安静にしているとα波が現れ

やすいといわれている。この爽験では，ニオイをかい

でいない時と，樹柧別にニオイをかいでいる時のα彼

の迎いをみるために，脳波全体に占めるα波の比率を

その継続時間とかけあわせ，その延べ面積で比鮫検討

した(，

木材のニオイのｲ『蝶によるα彼の出現比率の結果

を，２つの処理効采の差を求める符号検定（Ｓｉｇｎ検

定）すれば，0.02％の危険率で有意差が認められ,供

試木材のニオイをかぐことでα波の出現率が商〈なる

ことが認められた。

lliXi波全体に占めるα波の比率を多い噸に並べたもの

が第２表である。対応づけのある処理効果の藻の検定

(Ｆｒｉｅｄｍａｎ検定）によって，樹極の違いによってα

波のll1fM率に篭が縦じ，その有懲維（危険率5.5％）

があることがわかった。ケヤキは．官能評定他の順位

では肢も|｝い､評定Ｉｉｊ〔であったが，このα波の比率の合

i汁では商い{ｉＩｌがM}ていた。さらに、木材のニオイをか

いでいる時といないlIilFのα波の出ifM率の比較を樹砿別
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に行うと，ｔ検定ではコウヤマキが５％以1,.,ヒメコ

マツ，ケヤキ，シナノキが10％以下の危険率でわな兼

が現れ,また，２つの処jlI1効果の差の検定（Wilcoxol，

検定）では，コウヤマキ，ヒメコマツ，ケヤキが５％

以~卜の危険端《で右愈鑛が現れた。これらの樹椰はいず

れも第２表で｣t伽:ｌ～４位に現れるものであり，ニオ

イをかぐことでα波の川現率が高くなったといえる木

材である。なお，針葉樹と広葉樹のα波の11{現率の鑑

を比較すると，ｔ検定により５％以下の危険率で，ｿ）

性に限って広莱樹よりも針葉樹の力がlIIfll率が商いと

いう結果が１Ｍ'られた。

男性と女性のα波の出現率の商い樹梛の)''１m位の関係

は，Spearmarl検定を行うと，相関は大きくなり（ｐ

＝080,危険牢6.7％)，男性と女性ではα波の多く)[｝

現した樹抓のlIIi位は似ているといえる“さらに，ljj性

と女性のα彼の11}:fll率の鑑を比較すると，ｌﾘ:災州の平

均値の差の検定（Ｆ検定）より5.6％の危険率で，女

性の方が木材のニオイをかぐことでα波のllI汎率が商

〈なることがわかった。近年，富崎らB'によってニオ

イの男女藻が認められる精油（成分）の存在が指摘さ

れており，また，iiii述の官能評定値では針襲樹と広蕊

樹で右意謹が現れたとき男女の迎いが危険率の大きな

鐘となってでてきたが，これからのことは，女性の方

がニオイに対して敏感であると一般にいわれることと

何らかの関係があると思われる。

３．３ニオイ噌好の官能評定値と脳波全体に占める

α波の比率の関係

樹柧の違いによるニオイ嗜好の官能評定他の順位

と，脳波解析機で郷られた脳波全体に,'iめるα波の比

率の樹極BIlllii位のllM係は．Spearman検定をji了った結

果,特に相関関係は認められなかった（ｐ＝-0.025)。

すなわち，被験溜による官能評定他のIlIi位と，α彼の

lH現率の順位とは一致しなかった。なお，同じデータ

を，別の順位尺度どうしの相関強さを調べる一致性の

検定（Kendall検定）についても行ったが，相関関係

は認められなかった（順位相関係数Ｔ＝-0.048)。

４．結鰭

ニオイを尺度として測った木材の評価について，ニ

オイの啼好の官能解定価および脳波全体にI1iめるα波

の比率比較の検討を行い，供試15樹種について次の結

釆を得た。

（１）広葉樹よりも針葉樹に対するニオイ哨好の官能

評定値が向く，ヒノキ，ヒメコマツ，コウヤマキ，ス

ギ，ネズコのlIIiiで商い値が得られた。また，アンケー

トによる木材の知f１度と，この評定位の順位:にｵ111111は

みられなかった“

（２）木材のニオイの有無によるα波のl11ZM率を比較

すると，供i識木材･のニオイをかぐことでα彼の出現率

が満〈なることが統計的に認められた。

（３）供iA15樹極の違いによってα波の川税率に差が

生じ，その有意鑑が認められた。また，ニオイをかい

でいない場合に比べ，コウヤマキ，ヒノコマツ，ケヤ

キで･はニオイをかぐことでα波のlllLM率が高くなり，

その有意錐が確懲された。

（４）』ﾉj性と女性とでは，官能評定航による木材の順

位はほぼ|可じであり，また，α波の}}|乳率の高さによ

る木材のllm位も男一女ほぼ同じであった。だが，木材の

ニオイをかいでいる時のα波の出現率には性譲が現

れ，女性の方がiWiいα彼の出現率を示した。

（５）ニオイ１１if好の官能評定値のIIlii付と，α波の出現

率の順付:は一致しなかった。
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